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書き込み器とﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

AVRISP mkⅡ

使用者の手引き

特徴

・ Atmel® Studio適合

・ ISP,PDIまたはTPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つ全てのAtmel AVR®ﾃﾞﾊﾞｲｽを支援

・ ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROMの両方のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

・ ﾋｭｰｽﾞと施錠ﾋﾞｯﾄのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを支援

・ 将来のﾃﾞﾊﾞｲｽを支援するための格上げ更新可能

・ 1.6～5.5Vの目的対象電圧を支援

・ 調整可能なISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ速度(50Hz～8MHzのSCK周波数)

・ USB2.0適合(全速(Full-speed,12Mbps)

・ 外部電源を必要としないUSBからの給電

・ 目的対象ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ保護

・ 回路短絡保護
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1. 序説
Atmel Studioと組み合わせたAtmel AVRISP mkⅡはISP,PDIまたはTPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つ全てのAtmel 8ﾋﾞｯﾄAVR RISCﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰ
ﾗをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。この公開ﾌｧｰﾑｳｪｱによって支援されるﾃﾞﾊﾞｲｽとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの完全な一覧についてはAtmel Studi 
oの支援ﾃﾞﾊﾞｲｽ項を調てください。

1.1. 開始に際して

Atmel AVRISP mkⅡをｺﾝﾋﾟｭｰﾀや目的対象に接続する前に本項を読んでください。

AVRISP mkⅡを使って開始するには以下のこれらの手順に従ってください。

 1. Atmel StudioとUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

 2. AVRISP mkⅡをｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続し、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ上で新規ﾊｰﾄﾞｳｪｱ(AVRISP mkⅡ)の自動ｲﾝｽﾄｰﾙを行ってください。

 3. Atmel Studioを開始してAVRISP mkⅡﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを始めてください。

 4. AVRISP mkⅡを目的対象に接続してください。

1.1.1. USB構成設定

Atmel AVRISP mkⅡを使うには最初にAtmel StudioとUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙが必要とされます。ｿﾌﾄｳｪｱとUSB構成設定で記述された
その手順に従うためにUSB構成設定を動かす前にAVRISP mkⅡをｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続しないでください。

1.1.2. Atmel AVRISP mkⅡ内容

この箱は以下の品目を含みます。

・ Atmel AVRISP mkⅡ
・ USBｹｰﾌﾞﾙ
・ ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ、応用記述、ｿﾌﾄｳｪｱを含むAVR技術ﾗｲﾌﾞﾗﾘCD-ROM

図1-1. Atmel AVRISP mkⅡｷｯﾄ内容

1.1.3. Atmel Studio必要条件

Atmel AVRISP mkⅡを使うにはAVR Studio® 4.12またはそれ以降を使うことが必要です。Atmel Studioの最終版はhttp://www.atme 
l.com/tools/atmelstudio.aspxで得られます。

注: ｺﾝﾋﾟｭｰﾀにAVRISP mkⅡが接続される前にAtmel StudioとUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞがｲﾝｽﾄｰﾙされなければなりません。

1.2. Atmel AVRISP mkⅡの接続

本項は正しい動作のためのﾎｽﾄPCと目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽへのAtmel AVRIS 
P mkⅡ接続方法を記述します。Atmel StudioとUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞがｲﾝｽﾄｰﾙさ
れていることに注意してください。手助けについてはAtmel Studioの資
料をご覧ください。AVRISP mkⅡは目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽへ接続する前にｺﾝ
ﾋﾟｭｰﾀに接続されなければなりません。

AVRISP mkⅡがPCに接続される時にUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞがｲﾝｽﾄｰﾙされる場
合、USBｺﾈｸﾀ傍らのAVRISP mkⅡ内側で緑LEDが点灯します。主状態
LEDは目的対象が検出される前は赤です。

図1-2. Atmel AVRISP mkⅡ USB接続

http://www.atmel.com/tools/atmelstudio.aspx
http://www.atmel.com/tools/atmelstudio.aspx
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AVRISP mkⅡがPCに接続された後、目的対象に接続することができま
す。目的対象ｹｰﾌﾞﾙの赤縞は1番ﾋﾟﾝを記し、これは目的対象基板上の
SIP,PDIまたはTPIｺﾈｸﾀ上の1番ﾋﾟﾝと一致されるべきです。各種ｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽの比較については5頁の「目的対象ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ」をご覧ください。

注: AVRISP mkⅡはVCCﾋﾟﾝで電力を提供しませんが、このﾋﾟﾝを目的対
象回路上の電圧感知に使います。目的対象回路は動作のために
外部の手段によって給電される必要があります。

AVRISP mkⅡがPCと目的対象基板の両方に接続されると、主状態LED
は目的対象電力が検出されたことを示す緑になるべきです。AVRISP 
mkⅡは今やAtmel Studioまたはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｺﾏﾝﾄﾞ行ｿﾌﾄｳｪｱで使われる
準備が整っています。

図1-3. Atmel AVRISP mkⅡ ISP接続

1.3. 新規情報

1.3.1. 2015年10月 - Atmel Studio 7.0 - FW 01.18

・ TPI動作前の電圧読み取り時の問題を修正

1.3.2. 2013年8月 - Atmel Studio 6.1 Update 2 - FW 01.17

・ ﾊﾞｸﾞ修正

1.3.3. 2013年4月 - Atmel Studio 6.1 - FW 01.16

・ TPIｸﾛｯｸ速度増加
・ ﾊﾞｸﾞ修正

1.3.4. 2011年11月 - AVR Studio 5.1 - FW 01.11

・ PDI安定性改善

1.3.5. 2009年12月9日 - AVR Studio 4.18 SP1

・ TPI支援追加

1.3.6. 2008年6月27日 - AVR Studio 4.14 SP1 - FW 01.0B

・ PDI支援追加

1.3.7. 2008年2月8日 - AVR Studioｲﾝｽﾄｰﾙ一括 - FW 01.09

・ ﾌｧｰﾑｳｪｱ01.09は20071012から20080130への製造日付でAtmel AVRISP mkⅡ本体で
の問題を修正します。製造日付はAVRISP mkⅡ筐体の底側で得られます。

注: このﾌｧｰﾑｳｪｱ(FW)は製造日付に拘わらず、全てのAVRISP mkⅡ本体で動きます。

1.3.8. 2007年2月15日 - FW 01.06

・ ﾌｧｰﾑｳｪｱ修正
 - ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの時間差(ｽｷｭｰ)問題を更に改善

1.3.9. 2006年1月13日 - FW 01.05

・ ﾌｧｰﾑｳｪｱ修正
 - ISP線での時間差(ｽｷｭｰ)を扱うためにISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞをもっと強化
 - AVRISP mkⅡが動作結果に拘わらずに内部RC校正成功を報告するﾊﾞｸﾞを修正

1.3.10. 2005年12月8日 - FW 01.02

・ ISPﾋﾟﾝをHighまたはLowに駆動する目的対象ﾌｧｰﾑｳｪｱのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ後にAtmel AVRISP mkⅡの赤点滅の問題を修正

1.3.11. 2005年11月28日 - FW 01.01

・ ﾘｾｯﾄ線の電圧が0.9×VCC未満の時にAVRISP mkⅡが目的対象逆接続を報告する問題を修正。いくつかのAtmel AVRは概ね
0.7×VCCへ引くだけのﾘｾｯﾄでのﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを持ちます。
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2. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ説明

2.1. Atmel AVRISP mkⅡ構成図

Atmel AVRISP mkⅡの構成図は下図で示されます。

図2-1. Atmel AVRISP mkⅡ構成図

目的対象MCUPC

AVRISP mkⅡ

USB駆動部 ﾚﾍﾞﾙ変換器･保護MCUUSBｹｰﾌﾞﾙ 目的対象ｹｰﾌﾞﾙ

2.2. USB

USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはUSB 1.1(USB 2.0全速(Full-speed)、12Mbps)です。

Atmel AVRISP mkⅡがUSBﾎﾟｰﾄから給電されるため、そのﾎﾟｰﾄは最大200mAを配給できることが必要とされます。PC上のﾎﾟｰﾄとﾊﾌﾞ
の電力は通常この必要条件に合致します。

2.3. MCU

制御MCUは目的対象Atmel AVRと前処理ｿﾌﾄｳｪｱ間の全ての通信を処理します。Atmel AVRISP mkⅡはAtmel Studioから完全にｿﾌ
ﾄｳｪｱ制御されます。AVRISP mkⅡの手動構成設定は必要ありません。

2.4. 状態LED

3色LEDはAtmel AVRISP mkⅡの状態を示します。何れかの異常がある場合の解決策について調べるには7頁の「障害対策」を調て
ください。

図2-2. AVRISP mkⅡ状態LED

USBｺﾈｸﾀ傍らにAVRISP mkⅡ筐体の内側に緑LEDもあります。この
LEDはUSB通信量を示します。

表2-1. AVRISP mkⅡ状態LED

LED表示 説明

赤 ｱｲﾄﾞﾙ - 目的対象電力なし

緑 ｱｲﾄﾞﾙ - 目的対象電力有り

橙 多忙 - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ中

橙点滅 目的対象ｹｰﾌﾞﾙ逆接続か、ﾘｾｯﾄ線での不正ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ

赤点滅

赤/橙点滅

目的対象上での回路短絡

格上げ更新動作

2.5. 目的対象ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

目的対象接続部はﾚﾍﾞﾙ変換器と回路短絡保護を持ちます。

ｺﾈｸﾀの1番ﾋﾟﾝは目的対象ｹｰﾌﾞﾙの赤側で見つかります。Atmel AVRISP mkⅡはISP、PDI、TPIのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを支援します。

2.5.1. ISPｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

ISPｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つAtmel AVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ時、ｺﾈｸﾀは右図で示されるようなﾋﾟﾝ配列を持たなけ
ればなりません。

VCC

MOSI
GND

MISO
SCK
RST

ISP

1 2

図2-3. ISPｺﾈｸﾀ
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2.5.2. PDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

Atmel AVRISP mkⅡはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用のPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽも支援します。ｺﾈｸﾀはISPと同じですが、異な
る信号です。

VCC

N.C.
GND

DATA
N.C.

CLOCK

PDI

1 2

図2-3. PDIｺﾈｸﾀ

2.5.3. TPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

いくつかのAtmel tinyAVR®で見られるTPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは追加のRESETﾋﾟﾝを持つPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽと同
様です。

注: TPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽがRESETﾋﾟﾝを使うため、ﾘｾｯﾄ禁止ﾋｭｰｽﾞによってRESETﾋﾟﾝを禁止することがで
きません。これはAtmel AVRISP mkⅡを使うﾃﾞﾊﾞｲｽの更なるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを妨げます。この選択はﾘ
ｾｯﾄ線を12Vに駆動する能力を持つ書き込み器(例えばAtmel STK®600)を使うことだけです。

注: TPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾃﾞｰﾀ線の内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを使います。TPIﾃﾞｰﾀ線でのﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝを避けてください。

VTG
N.C.
GND

DATA
CLOCK
RESET

TPI

1 2

図2-4. TPIｺﾈｸﾀ

2.6. ﾚﾍﾞﾙ変換器

Atmel AVRISP mkⅡは1.8～5.5Vの目的対象電圧を支援します。

注: 正しい動作とISP/PDI線の電圧を得るためにVCCは目的対象基板に接続されなければなりません。

2.7. 回路短絡保護

回路短絡保護はﾋﾟﾝを通って引き出された電流が概ね25mAよりも大きい場合にAtmel AVRISP mkⅡから目的対象ﾋﾟﾝを自動的に切
断します。

2.8. ESD保護

Atmel AVRISP mkⅡからの目的対象ﾋﾟﾝは8kVの直接放電に耐えることができる過渡消去器で保護されます。

2.9. ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗

MISO/MOSI/SCK線で何れかのﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗が必要とされる場合、820Ωよりも強くあるべきではなく、即ち抵抗器は820Ωまたはそ
れ以上の値を持つべきです。

2.10. ﾘｾｯﾄ線

目的対象ｹｰﾌﾞﾙが正しく装着されているかを調べる部分として、VTARGET印加後、ﾘｾｯﾄ線が正しい電圧を持つかを調べ、この線を
Lowに強制可能かを調べます。

この線にﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗が無い、即ちAtmel AVRISP mkⅡがﾘｾｯﾄで0Vを検出した場合、状態LEDは橙点滅します。

ﾘｾｯﾄ線上のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗が強すぎる場合、AVRISP mkⅡによってﾘｾｯﾄがLowに強制される時に回路短絡保護が起動します。

ﾘｾｯﾄ線は4.7kΩよりも強い(即ちより小さな値の)ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを持つべきではありません。どのﾃﾞｶｯﾌﾟ(雑音分離)ｺﾝﾃﾞﾝｻも10µFよりも大き
くあるべきではありません。どのﾃﾞｶｯﾌﾟ ｺﾝﾃﾞﾝｻもPDIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのために存在できません(XMEGA®回路図検査一覧を参照してくだ
さい)。

注: AVRISP mkⅡによって支援されるAT89ﾃﾞﾊﾞｲｽは逆のﾘｾｯﾄ極性を持ちます。AVRISP mkⅡがAtmel AVRで使われていて、その後
にAT89に接続された場合、ﾘｾｯﾄで異常を示す橙点滅を始めるかもしれません。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞでAT89が選択される、例え
ば識票読み込みが実行される時に橙点滅が起こるでしょう。AVRの前にAT89が使われる逆の状況にも同じく適用されます。

3. ｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ
Atmel StudioはAtmel AVRISP mkⅡを使って目的対象をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするのに使うことができる、atprogramと呼ばれるｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘ
ﾃｨと共にやって来ます。Atmel Studioｲﾝｽﾄｰﾙ中にｽﾀｰﾄ ﾒﾆｭｰ上のAtmelﾌｫﾙﾀﾞにAtmel Studio 7.0 Command Promptと呼ばれる
ｼｮｰﾄｶｯﾄが作成されます。このｼｮｰﾄｶｯﾄのﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸによってｺﾏﾝﾄﾞ ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄが開かれ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令を入力することができます。
ｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨはAtmel Studioｲﾝｽﾄｰﾙ ﾊﾟｽのAtmel/Atmel Studio 7.0/atbackend/ﾌｫﾙﾀﾞにｲﾝｽﾄｰﾙされます。

ｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨのより多くのﾍﾙﾌﾟを得るには次の命令を入力してください。

 atprogram --help
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4. 障害対策

4.1. 障害対策の手引き

表4-1. 障害対策の手引き

番号 理由問題 解決策

1
PCからAtmel AVRISP mkⅡに
接続できず、緑のUSB状態LED
が点灯しない。

USBｹｰﾌﾞﾙが接続されていない。
Atmel AVRISP mkⅡとPC間をUSBｹｰﾌﾞﾙで接続
してください。

2
PCからAtmel AVRISP mkⅡに
接続できず、緑のUSB状態LED
が点灯しないが、番号1はOK。

USBﾄﾞﾗｲﾊﾞが正しくｲﾝｽﾄｰﾙされて
いない。

「USB構成設定」で記述されるようにUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞを
ｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

3
AVRISP mkⅡ状態LEDが橙点
滅。

ISPｹｰﾌﾞﾙが正しく装着されていな
い。

ｹｰﾌﾞﾙの赤縞がISPﾍｯﾀﾞの1番ﾋﾟﾝと合致している
ことを調べてください。5頁の「目的対象ｲﾝﾀｰﾌｪｰ
ｽ」でより多くをご覧ください。

4
正しいISPｹｰﾌﾞﾙ接続にも拘わ
らず、AVRISP mkⅡ状態LEDが
橙点滅。

ﾘｾｯﾄ線に問題が有ります。
ﾘｾｯﾄが正しいﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを持つか調べてください。6
頁の「ﾘｾｯﾄ線」についてより多くを読んでくださ
い。

5
AVRISP mkⅡが目的対象での
回路短絡を報告。

ISPｹｰﾌﾞﾙが正しく装着されていな
いか、目的対象ﾋﾟﾝのいくつかが
GNDまたはVCCに短絡か、または
それらが重すぎる負荷を持つ。

番号3を調べ、回路短絡を調べてください。目的
対象の線のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟが強すぎないことも調べてく
ださい。5頁の「目的対象ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ」で更なる詳
細をご覧ください。

6 目的対象を検出できない。

SPIENﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されて
いない、または/それと、RSTDSBL
またはDWENのﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
(0)されているために目的対象の
SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが禁止されている。

ﾋｭｰｽﾞ設定によってISPｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが禁止されて
いる場合、これらのﾋｭｰｽﾞをﾘｾｯﾄするために別の
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使わなければなりませ
ん。ﾋｭｰｽﾞ設定とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの更なる
詳細についてはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを調べてくだ
さい。Atmel STK500とAtmel STK600は高電圧並
列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを、JTAGICE mkⅡはJTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞを使うことができます。

7
目的対象を検出するが、ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾐﾝｸﾞ動作に移行できない、また
はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ失敗。

ISP周波数が高い。

ISP周波数を下げてください。ISP周波数は目的対
象ｸﾛｯｸに依存します。Atmel Studioの使用者の
手引きでこれについてのより多くを読んでくださ
い。

8
AVRISP mkⅡがSTK500と正し
く動作しない。

STK500上のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟが強すぎる。
STK500上のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟが強すぎます。STK500上の
RESETｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外してください。

9
ISPｹｰﾌﾞﾙが正しく装着されて
いないことをAVRISP mkⅡが報
告し、LEDが橙点滅。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀがAVRISP mkⅡﾌｧｰﾑｳｪｱ
で設定されていない。

AVRISP mkⅡの製造日付が20071012～2008013 
0の場合、01.06以降のﾌｧｰﾑｳｪｱ版に格上げ更新
してください。製造日付は4頁の「2008年2月8日 - 
AVR Studioｲﾝｽﾄｰﾙ一括 - FW 01.09」で示される
ようにAVRISP mkⅡ筐体の底側で得られます。

4.2. 手動ﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新

ﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新はAtmel Studioによって自動的に処理されます。Atmel Studioと共に配給されたﾌｧｰﾑｳｪｱがより新しい場合、
そのﾌｧｰﾑｳｪｱがAtmel AVRISP mkⅡ内に搭載され(書き込まれ)ます。

けれども、AVRISP mkⅡ上のﾌｧｰﾑｳｪｱが破損された場合にAVRISP mkⅡはﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新への応答を停止し得ます。ﾌｧｰﾑ
ｳｪｱの破損はﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新中にAVRISP mkⅡとPC間の通信が中断された場合や、AVRISP mkⅡのﾌｧｰﾑｳｪｱが不正なﾌｧｲ
ﾙで再書き込みされた場合に起こり得ます。Atmel Studioﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新でこの問題をもっとお読みください。

AVRISP mkⅡを手動格上げ更新するには以下の手順に従ってください。

 1. AVRISP mkⅡを目的対象から切断してください。

 2. USBｹｰﾌﾞﾙを外してください。

 3. 共に筐体の上部と底部を保持している4つのﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ留め具を押すことによってAVRISP mkⅡを開いてください。

 4. PCB上のAVRISP mkⅡｼﾙｸ印刷傍らのﾋﾟﾝ穴で1番ﾋﾟﾝと3番ﾋﾟﾝを短絡してください。8頁の「図4-1. 手動ﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新ｼﾞｬ
ﾝﾊﾟ」をご覧ください。

 5. USBｹｰﾌﾞﾙを挿入してください。AVRISP mkⅡは今や赤と橙の点滅を開始すべきです。

 6. Atmel Studioﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新で記述されるようにﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新を続けてください。
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 7. 格上げ更新が終了した時に、AVRISP mkⅡの1番ﾋﾟﾝと3番ﾋﾟﾝの短絡回路を取り
外してください。

 8. USBｹｰﾌﾞﾙを取り外して再挿入することによってAVRISP mkⅡの電源をOFF/ON
してください。

 9. “Close”釦を押してください。

図4-1. 手動ﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新ｼﾞｬﾝﾊﾟ

4.3. 技術支援

技術的な支援についてはavr@atmel.comに問い合わせください。AVRISP mkⅡに関する技術支援を求める時に以下の情報を含めて
ください。

・ Atmel Studioの版番号 (これはAtmel Studioのﾒﾆｭｰの”Help⇒About”で得られます。)

・ PCのﾌﾟﾛｾｯｻ型式と速度

・ PCのｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑと版

・ 使われた目的対象Atmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ (完全な部品番号)

・ AVRのﾋｭｰｽﾞ設定

・ 目的対象ｸﾛｯｸ周波数

・ (この機能を持つAVRに関して)CLKPR(ｸﾛｯｸ前置分周器ﾚｼﾞｽﾀ)が使われるかどうか?

・ 目的対象電圧

・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ速度、ISP周波数

・ 問題の詳細記述とそれの再現方法

・ 異常発生時にAtmel Studioによって生成された何れかの異常または警告の情報

5. 改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

42093A 2013年7月 初版資料公開

42093B 2016年1月 完全に再処理された使用者の手引き

6. 評価基板/ｷｯﾄ重要通知
この評価基板/ｷｯﾄは工作、開発、実演を促進する、または評価目的だけの使用を意図されています。これは完成された製品では
なく、(基板/ｷｯﾄに於いて他の方法で注記されるかもしれないのを除き、)ﾘｻｲｸﾙ(WEEE)、FCC、CE、またはULの電磁適合性に関
連する制限や指令なしで完成製品へ応用できる、含めることの何かまたは何れかの技術的または法律上の必要条件に(未だ)適合
しないかもしれません。Atmelは販売者と更にその先の使用者単独の危険に於いて、全ての障害と共に何の保証もなく、"現状その
まま"でこの基板/ｷｯﾄを供給しました。使用者は商品の適切で安全な取り扱いのために全ての義務と責任を負います。また使用者
は商品の使用や取り扱いから起こる全ての請求からAtmelを保護します。製品の開放構造のため、静電放電と他のどんな技術的ま
たは法的な利害関係に関して何れか若しくは全ての適切な予防処置を取るのは使用者の責任です。

上で述べる保障の範囲までを除き、使用者とAtmelは間接、特別、付帯的、または必然的な損害に関して互いに責任がないでしょ
う。

そのようなAtmelの製品やｻｰﾋﾞｽがあるかもしれない、または使われることに於いて、どんな機械、処理、または組み合わせに関連ま
たは網羅するAtmelのどんな特許権や他の知的財産の下でも承諾は全く授けられません。

郵便住所: Atmel Corporation
 1600 Technology Drive
 San Jose, CA 95110
 USA

mailto://avr@atmel.com
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